
自主防災訓練｣

 

 この数年、豪雨による河川の氾濫が各地で相次いでいる。ここ柳島地区は標高も低

いので“洪水・土砂災害ハザードマップ”では多くが｢浸水深：1.0～2.0ｍ｣に指定

されている。⇒右図参照 

 

大雨の際には柳島ポンプ場が稼働して流域の雨水を排水しているが、自助活動として細部の浸水防止・災害

防止の備えは大事である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無線連絡で状況確認 

河川氾濫による洪水警戒レベル３発令を想定した自主防災訓練を実施した。 

① グループ LINE を使った緊急連絡網の確認。 

② 避難所開設・混雑情報通信サービス｢ＶＡＣＡＮ｣のスマホ設定と確認。 

③ 非常通信用無線連絡の機器確認と避難中の通信可否確認。 

④ 優先要支援者を車いすで避難誘導する模擬体験。 

⑤ 避難情報の広報活動(車載スピーカー)模擬放送。 

 

茅ヶ崎市 LINE サービス VACANの避難所表示 

車いすで避難誘導体験 

｢気づき｣をメモで残す 


